
キ
ー
ワ
ー
ド
で
考
え
る
戦
後
大
学
史

女
子
学
生
亡
国
論

新
村

洋
史

し
ん
む
ら
・
ひ
ろ
し

中
京
女
子
大
学

こ
の
論
調
は
、
高
等
教
育
へ
の
女
性
の
増
大
と
あ
い
ま
っ
て
登
場

し
た
。
敗
戦
後
の
一
九
五
〇
年
頃
に
始
ま
り
、
一
九
六
一
年
五
月
、

早
稲
田
大
学
文
学
部
教
授
で
あ
っ
た
暉
峻
康
隆
（
て
る
お
か
や
す
た

か
）
が
『
早
稲
田
公
論
』
創
刊
号
・
特
集
「
曲
が
り
角
に
き
た
新
制

大
学
」
に
コ
メ
ン
ト
を
寄
せ
た
文
章
を
き
っ
か
け
に
、
マ
ス
コ
ミ
で

広
く
流
布
さ
れ
た
。
暉
峻
は
、
「
大
学
の
文
学
部
は
い
ま
や
女
子
学

生
に
占
拠
さ
れ
、
花
嫁
学
校
化
し
た
。
文
学
を
生
涯
を
か
け
メ
シ
の

タ
ネ
に
す
る
な
ら
い
ざ
知
ら
ず
、
家
庭
人
に
な
る
彼
女
ら
が
文
学
部

を
占
拠
す
る
よ
う
で
は
日
本
も
お
し
ま
い
だ
」
と
揶
揄
し
た
。

一
九
七
七
年
に
も
、
こ
の
調
子
で
中
山
茂
（
国
土
館
大
学
、
政
治

学
）
著
『
女
子
大
学
生
亡
国
論
』
（
大
陸
書
房
）
が
出
さ
れ
て
い
る
。

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
を
賑
わ
し
た
一
連
の
こ
の
論
調
を
俯
瞰
す
れ

ば
、
次
の
諸
点
に
特
徴
が
あ
る
。

�
女
子
学
生
の
急
増
は
大
学
の
学
問
レ
ベ
ル
を
下
げ
、
学
問
の
継
承

発
展
を
困
難
な
ら
し
め
た
と
す
る
。

�
大
学
で
学
ん
だ
も
の
が
社
会
的
に
還
元
さ
れ
ず
、
無
駄
に
な
る
と

す
る
。

�
女
性
の
経
済
力
に
は
限
界
が
あ
り
、
私
立
大
学
を
財
政
的
に
援
助

す
る
助
け
に
な
ら
な
い
と
い
う
。

�
女
子
学
生
の
現
象
面
、
意
識
や
心
構
え
の
面
の
み
を
一
面
的
に
攻

撃
・
非
難
す
る
だ
け
で
、
社
会
的
・
経
済
的
な
構
造
か
ら
女
子
学

生
の
増
大
や
大
学
の
あ
り
方
を
分
析
検
討
し
え
て
い
な
い
。

こ
う
し
て
、
女
子
学
生
亡
国
論
（
以
下
、
亡
国
論
と
略
称
）
は
イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
的
性
格
を
強
め
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
亡

国
論
は
文
字
通
り
女
子
学
生
の
増
加
を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
る
言
説
だ

が
、
そ
れ
は
社
会
的
実
態
と
し
て
企
業
社
会
や
労
働
力
政
策
の
要
請

と
照
応
し
て
い
た
。
労
働
市
場
で
は
、
一
方
で
、
中
高
年
層
・
既
婚

女
性
の
追
い
出
し
が
お
こ
な
わ
れ
、
結
婚
退
職
制
・
若
年
定
年
制
が

社
会
問
題
に
な
っ
て
い
た
。
他
方
で
、
単
純
労
務
・
事
務
部
門
の
Ｂ

Ｇ
・
Ｏ
Ｌ
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
に
大
量
の
女
性
が
動
員
さ
れ
、
人
件

費
の
引
下
げ
や
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
の
路
線
が
し
か
れ
た
。

亡
国
論
を
補
強
す
る
か
の
よ
う
に
、
「
主
婦
労
働
価
値
説
」
「
夫
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婦
分
業
論
」
「
家
庭
保
育
可
能
論
」
が
唱
導
さ
れ
た
。
母
性
を
デ
メ

リ
ッ
ト
と
み
る
産
業
社
会
に
と
っ
て
も
、
女
性
を
高
等
教
育
か
ら
締

め
出
す
こ
と
が
政
策
的
意
味
を
も
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

女
性
の
大
学
進
学
の
圧
力
は
そ
の
後
も
漸
増
的
に
た
か
ま
り
、
こ

の
殆
ど
を
私
立
の
短
期
大
学
が
吸
収
し
た
。
国
の
大
学
政
策
は
そ
れ

に
は
目
も
く
れ
な
か
っ
た
。

亡
国
論
が
強
調
す
る
大
学
レ
ジ
ャ
ー
ラ
ン
ド
が
あ
る
と
し
た
ら
、

そ
こ
で
遊
び
惚
け
て
い
る
の
は
女
子
学
生
と
は
限
ら
な
い
。
教
育
や

大
学
を
狭
く
歪
ん
だ
経
済
価
値
論
と
社
会
還
元
論
の
視
野
か
ら
し
か

見
な
い
枠
組
み
の
ほ
う
が
亡
国
的
で
は
な
い
の
か
。
還
元
し
た
く
も

就
職
先
も
職
業
選
択
の
自
由
も
な
い
失
業
社
会
の
改
革
は
一
体
だ
れ

が
す
る
と
い
う
の
か
。

一
九
八
〇
年
〜
九
〇
年
代
、
女
性
差
別
撤
廃
条
約
（
七
九
年
）
や

男
女
雇
用
機
会
均
等
法
の
施
行
（
八
六
年
）
の
な
か
で
、
論
調
は
変

わ
っ
た
。
一
九
九
一
年
、
池
井
優
著
『
女
子
学
生
興
国
論
』
（
共
同

通
信
社
）
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。
亡
国
論
は
死
語
と
な
っ
た
が
、
マ

ン
パ
ワ
ー
論
の
な
か
で
の
女
性
の
地
位
と
権
利
は
、
い
ま
だ
き
び
し

い
。
さ
ら
に
、
大
学
改
組
の
な
か
で
、
女
子
学
生
論
で
は
な
く
、
女

子
大
学
論
（
存
在
意
義
）
が
問
わ
れ
て
い
る
。

－７２－




